
 

 

『きずなにきづく』  
 みなさんは、年末年始はどのようにお過ごしでしたでしょうか。 

近頃、カウンセリングの中で、ご家族がそろって団欒したりお出かけをしたというお話しが減ってい

る気がするのですが、この時期ばかりは、いつも孤独な日常について語られている方々からもご家族

との様子が話題に挙がる機会が増えるので、エピソードの一つ一つから私もお正月気分をおすそわけ

していただきます。 

いつもスマホばかり見ている無口な高校生も親御さんと炬燵で紅白を観ていたり…。一人暮らしに

なってしまったお年寄りの元には、何年も前に巣立った子どもたちが孫を連れて押し掛けていたり…。

連日の残業のため遅い時間にしかカウンセリングにいらっしゃれないお父さんが、早朝から眠い目を

擦り、百貨店の初売りに娘と出かけるお話しなどが、「面倒くさい」という語り口であったとしても、

何となく温かい響きで聴こえてくるのは家族の『絆（きずな）』が見えるからだと感じています。 

 

 この『絆』という言葉は、最近は良い意味ばかりで使われているようですが、元々は「しばりつけ

られる」ことを意味しています。 

同じ漢字を別の読み方で『絆す（ほだす）』とも言います。 

『情に絆される』というと、人情につき動かされ、たとえそれが損や悪だと承知のうえでも許したり、

相手を助けたりしてしまうような心情を指しますね。自分の価値観や方針などが相手とは合わなくて

も、人は人に対して何かをせずにはいられないことがあります。 

しかし、それが、満更でもない気持ちにさせてくれるということも、よくあることではないでしょう

か。 

「面倒臭い」けれど「満更でもない」 

そんなぐらいの『絆』が私にはほど良いと思えてしまいます。 

家族の絆、親子の絆、夫婦の絆、友達との絆… 

殊更それらを大切なこととして強調しなければならないのだとしたら、少しさみしい感じがしてしま

うのは私だけでしょうか。自由な生き方は、煩わしいしがらみの中で生きている時には素晴らしく見

えます。しかし、自分から求めなければどこにもつながっていかれない感じは人をさみしくさせ、や

がて不安にしてしまいます。 

 

 私がまだ新人のころ、カウンセラーの仕事での重要なこととして先生方から、「二つの目で見なさい」

などと教わりました。 

物が立体に見えるのは、左右の目で見ているからだということは当然のことですよね。 

カウンセリングの中では、ご相談いただいた『問題』についても二つの見方ができることが大切だと

いう教えです。たとえば、「死にたい」という人を死なせないためには、一度「死にたい」という気持

ちを肯定することが必要になってくることがあります。片方の目では死ぬことを「絶対にダメ」とし

て否定して見つめ、もう一方の目では、この人が死ぬことで得られるものはどんなことだろうかと考

えながら見つめていると、その人が、それまでの生き方をやめて、新たな生き方を身につけないと苦

しくて今を生きられなくなっていることが見えてきます。 

 

 ですが、どんなに変わりたくても、人は簡単には変われません。それこそ、一度死ななければなら

ないほどのことかもしれません。 

 



 

 

人が生き方を変えるということは、その人のこれまでの人生が、自分自身によって全面的に否定さ

れてしまうことも意味します。生きようとする命の働きが、自分がこれまで大切にしてきた信条や思

いなど役に立たないと否定し、殺してしまいそうになります。 

そんな矛盾した苦しみから絞り出されてきた「死にたい」という声を聴く時には、こちらも矛盾した

価値観や思いに揺り動かされながら聴くことでようやく出口らしきものが見えてくることがありま

す。人が命がけで苦しんで変わろうとする時、そばに居る人も一緒に苦しくなるのは自然なことかと

思います。そのことをカウンセラーが自覚していないと安易に同情して、わかったふりをしてしまう

ことは良くあります。聴いていることが苦しくなって早く楽になりたくて問題の表面だけを見ること、

つまり、片方の目を瞑ることです。 

 

苦しいと感じながら、それでも何とか見つめていると両目の焦点がひとつに結び、問題の本質が立

体的に浮かんできます。 

その結果… 

ある人には、死を否定し続けることが生きる希望になることもありますし、ある人には、死を肯定し

て伝えることで本当に死なれてしまうこともあります。人が生きることには、正解がないということ

だけがハッキリとわかっていることです。だからと言って、悩むことが無駄だとか、考えても仕方が

ないとは思いません。むしろ、答えが出にくいことほどカウンセラーは考え続けなくてはならないと

思っています。 

『絆』について考える時、二つの目でじっとみつめていると、一見、相反する意味が見えてきます。 

  

それは自分の自由をしばりつける煩わしいロープのようなものであり、また、一方では、不安で吹

き飛ばされそうな自分のことをしっかりとつなぎ止めてくれているロープのようでもあります。両目

の焦点が重なるまで見つめていると自分にとって本当に必要なものがなんだかわかり始めます。 

カウンセラーも苦しくなると安心したくなります。そうすると教科書的な答えがほしくなることもあ

ります。診断基準に照らし合わせたり、似たような人の事例を持ち出したりしたくなるのです。 

そうすることで解決するケースも沢山あるので、更にややこしいのですが。 

 

誰かをつなぎとめようとしたロープに自分までしばられてしまったり、苦しそうにしている人のロ

ープを良かれと思ってほどいてあげたら、その人が突然の激流に流されてしまったりすることもあり

ます。  

 

そんなことを毎日悩みながら、私自身が沢山の人との絆に支えられて生かされているのだと感じて

います。 
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